
Title 人口理論と理想社会
Sub Title
Author 小林, 宗三郎

Publisher 慶應義塾理財学会
Publication year 1939

Jtitle 三田学会雑誌 (Keio journal of economics). Vol.33, No.5 (1939. 5) ,p.629(79)- 658(108) 
JaLC DOI 10.14991/001.19390501-0079
Abstract
Notes
Genre Journal Article
URL https://koara.lib.keio.ac.jp/xoonips/modules/xoonips/detail.php?koara_id=AN00234610-19390501-

0079

慶應義塾大学学術情報リポジトリ(KOARA)に掲載されているコンテンツの著作権は、それぞれの著作者、学会または出版社/発行者に帰属し、その権利は著作権法によって
保護されています。引用にあたっては、著作権法を遵守してご利用ください。

The copyrights of content available on the KeiO Associated Repository of Academic resources (KOARA) belong to the respective authors, academic societies, or
publishers/issuers, and these rights are protected by the Japanese Copyright Act. When quoting the content, please follow the Japanese copyright act.

Powered by TCPDF (www.tcpdf.org)

http://www.tcpdf.org


:

ィ

ギ

リ

ネ

：に
#
け

る
*
業

革

命

，
の

進

：
縣

袱

，

坐

產

为

の

i

な
'增
加

を

ま.き
お
こ
し
？

る程
：：

の
*

財

を

猫

供

：し
た
の
，
で

t
國

家
0
前

途

：は

洋̂
と
し
：て
、
':國
«

#

入

は

、
：自

已
:0
定
め 

た
目
檩
比
：向

：つ

て

.:

.
-
'
_、
龜
進
努
カ
す
れ
«

ょ
：
い3
是

办

抆

、
，
：や

が

ヤ

，
英

吉

利

と

.い
：ふ
；
ー
.國

荃

體

：の
；希

望

と

合

致

し

.て
、
：個

-
<
も

牵 

體

も

共̂
、

そ

め

自

的^
完

全

に»
た
す
と̂

で
あ
ら
ぅ
。；

隹
3
の
.職

分

に

應

じ

て

：

興

た

る

各

人

：：の
：
利
益
：は

、

ー
や
が
セ
、

.

m
入 

の
利̂

とj

致
；し_て
、
矣

こ.^
は
佝
等
の
矛
盾
1>
獪
谱
も
介
在
.

$
ノ
か
ズ
て
；
社

會

全

體

0
福

赚

は

ま

す

。

;

M
、

fc
樂

觀

的

な

：-7
グ

ム
>

ス
：
ミ

ス

，の「

富

^

.

:

,

:
•

:- 

■「

一
^

人

類

に

在

つ

^

は

^

^

人

が

最

も

不
^

の

天

禀

を

滇

へ

て
^

ぶ

事

は

相

互

に

と

つ

て

富

呀

あ

^

9

乃

ち

取

引

し

、

交

易

し

、 

交

換

す

.务

晋

々

入

間

洤

般

：の«

向

に

侬

り

：、%

等

夫

々
0

才

能

に

叶
.夕

た
«

々
^

&

坐

產

物

哼
^
^

そ
と
％:ら

各

人

は- *
火
^
才
^

^

:0
沖

诌
:0
'0
必
要
：と
す
石
：如
何
な
：名

部

分

嗜

も

職

買

し

.得
る
次
第
で
.ぁ
^
0(

國
富
：論

ゲ
 

:

し
が
る
：
に
':
'
產

業

馨

が

深

く

四

方

：忙

浸

滲

1
て
，
ゅ::
:
<難

從
:0
;て
、
社

會

に

評
1
般

的

事

祉

」

は
逸

衣

ら

：さ

れ

ず

.
て
、
：反

對

：に
-
1, 

人
口®
論
..

W

理
想
社
穹
 

ぐ

,

中
，

6
^
3

益 ^ ^ : ^ : ^ ^ ; ふ



入
口
迤論

：.

寒
理
想
疵
會
て
パ
'

'
 

.

. 

八
0

(

六
§

〕

Ig
i
J
r
，

1:

體

嘗

i

が
f

意
味
す
I

の
で
あ
る
か
、
又
、i

p
f 
$

つ
て
、
社
會
構
成
上U

農
の
位
置
が
、

ン

I

に

雇

な
.i

s

樣

|

か
も
1
^

と
ぃ
'ふ
セ

矣

、
朧
ろ
氣
A
ら
、
分
名
め
た
の
で
I
P
'各
社

篇

遽

を

苫

も

つ
S

紳
は
^̂̂
や̂
が
S

り
外
S

し
と
す

る
'.
0
こ
れ
に
對
し
て
、.'彼
等
は
、
''
>
バ
-
^
施
論
識
收
很
撥
し
灸0:-
.

1
 

.
:

し
：か
も
、.か
ぶ

無

意

識

芸
f
-
自

费

處

|

、
ぎ
念
だ
も
の
^
'〔

英
吉
利
に
於
け
♦
フ
ラ
ン
ス
革
命」

で
ぁ
っ
た
。'

と
の
時
に
あ
た
つ
；て、.
3 Q.

身
邊
に
黯
す
暗
f
 
f

し
力
が
あ
、
.く
名
ち
げ
ら
れI

く

.フ
ー
フ
ン.ス
.大
革
命
|

々
し
き
光

1

:

1

1
せ
•

詹

若

1

1

1

知
識
階
級」

は
、f

辟
I

I

理

想

备

4
l
^
#
^
:
Q
.l
fci藝

1

,

-t
fc嫁

望

し

た

。
。
彼

舊

、■
盤
存
在
を
赌
じ
て
ま
で
表
人
類
全
體
のJ

を
喪
望

た
人
類
の
自
由
と
平
等
を
確
保
し
た
る
社
會
は
、
熱
情
を
以
つ
て
、
喜
び
迎
へ
ら
た
。

 

y

.「

か
4

8

く
混
f

、_

の
如
き
改
老
脾
|

凝

視

し

つ

、
、
ト

，

マ
ス

•
ロ

バ

ら

ア

ル
^
ス
は
、
そ
の
筆
I

り
上
げ 

の
で
あ
る
'0
_

.f

ズ

彼
の
第
一
の
論
敵
は
、
‘
古
き
マ
丨
ヵ

\

チ
リ
ス
ト
流
の
人
口
論
者
で'あ
つ
た
。
彼
等
は
ロ
 

I

傷
へ
て「

灰
ロ
ド
先
づ
^,
一
 
に
、 

ロ

を

.十

.とa

ぶ
確
か
に
そ
れ
は
資
本
主
蒙
黎
明
期
に
あ
つ
て
は
、
至
當
な
る
所
言
で
は
あ
つ

.た
。
し
か
し
、.

b?

往
は
-
吒
に 

悲
慘
な
る
境
雇
に
轉
落
し
て
ゆ_

多

■

々
を
見
受
け
つ
a
あ
る
の
奪
る
ゃ
現
在
で
ず
ち
社
會
は
旣
に
そ
の
全f

收
容
し
得 

ず
し
て
、
多
數
の
貧
困
を
作
り
即
し
つ
、
ぉ
る
の
に
、
し
か
も
此
れ
隹
に
人
ロ
1
ふ
ゃ
^

|

は
-
银
し
て
可
能
で
ぁ
ら
ぅ
か
。
又̂

類
に
.と
づ
て
：幸
®
な
.，の
泠
あ
ら
ぅ
か
。
：
そ
れ
は
、唯
，

.

邊

困」

の
量
を
博
大
せ
：U
め
で
、
'彼
等
の
憤
激
：を
尖
銳
化'せ
し
め
る
：に
過.ぎ
ぬ
#

 

'で
あ
,「

と
^
;にr

-.:: .

自
國
を
中
心
：と.し
て
推
ポ
.さ
れ
た
產
業
革
命
：に
伴-<
>
,て
發
生
し
：て
ゆ
く1貧
困」

に
.對
す
る
理
論
付
け
が
必
嬰
と
な
 

り
、
,そ
れ
に
财
隨
し
.て
，馨

-0
,「

邀
對
的
人
卩
增
加
論」

：を
修
茈
す
名
必
：要.が
^

 

:: 

:

.

,

 

:

'

^

ル
，サ
，ス';
(
0第
ニ
：の.論
敵
は
、
か
、
る「

人
民
€
窮
乏
し
を
救
濟
す
る
た
め̂

-
_會
制
度
.の
根
本
的
改
革
を
斷
行
し
や
ぅ
と
す
る
急

•.
 

.
 

,

へ

：
馨

め

紙

會

に

於

：
ぃ

て

&
、
、
誤

れ

る::
%
の

は

：
分

配

で
^
つ

て

，
生

產

で
.は
な

：
い
。
：

.：
旣
.に
离
人
忙
對
し
て)

十
分
な
る
以
上
の
富
が
あ
る
け

れ
H

もr
、

そ
れ
.は
萬
人
め
間̂

分

た

れ
.-
€

ゐ
' &

奶
。
或
者
姑
餘
认
に
多
べ
を
有
ル
,:
-
'
>他
の
者
'は
少
く
ク
；
.又
.は
：何
も0

を
も
有
し
な
ぃ
。

と
'
に̂

食̂
困
じ
め
眞
因
が^

め̂
で
^
る
^
新
先
龙
る
社
會
に
於
て
は
タ
迦
性
は
總
て
か̂
る
も
^

&

, 

v

v

ひ「

へ

，

'

^

亦
1 >

乍
ら
、
泉
し
セ
：
<

か
.

'\
る
攻
革
は——

.
人
爲
的
な
改
革
は
、
'
,永
久
旦
0

毙
条
に
人
類
を
貧
困
0

淵
か
6

 

-

由

來

：る
で
^
ら
ぅ
が̂:
0
そ

れ

は

フ

：々

；
丨

. *

シ

ネ
' ^

タ

ス

：
ト
；
流

0

:

「

人
旧 

で
生
產Q

.

增
加
が
そ
れ 

:
丈
け̂

は
荷
等
人_

の
：幸
福
を
も
た
あ
さ
な
か
：つ
：

#

:

の
毛
询
糠
に
、
：：

.
汰
：類
玄
茭.| 2

#
:

の
效
:»
も

無

：い

「

の
.で

は

あ

：る

ま

い

か

。
' こ
‘
Vに：、

：：

t
ァ
ン
'ス
革
命
を
 ̂

一
 
切
の
人
德
的
改
革
の
無
效
な
る
事
が
、
證
明

:ざ
れ
徽
狱
戚
：ら
ぬ
け-
:
:
:
”

し
ゾ
：
'
.
4 

.

繁

含

.:
■,

「

'ニ
ァ
：
”/.

'
.
:
:
'
.
. 

o\vv: 

o
' 

.

•:
v
'如
隹
0

#
,'
<
:、;.
-人
類
め
奉
顧
榻
敗
脅
の
改
菩-
—
貧
»
の
厫
因
';
^

X

:

探
究
は
、
や
が
^
 

-

「

貧
菌
し
0迦

論

的

麗

、
：
，
及

び

.貧
调
階
級
0
眼
覺
.め
：の̂

ン
ス
大
革
命」

1
對
す
る
反
對
論
：の
理
論
付
を
め
ぐ
つ
，
 

)

て 

_
.
0
M
論
“
：
f
 

%
^

人

：
ロ

旗

鄕

を

：
ば

_
梓

せ

據#
た

0
，

あ

為'-'
'
.
:
^ ̂

.

.

. 
'

.

.
:

■

,

f
 

i

^

n

,
 

り
 

ノ 

，「

<
..

A】 

'
'
ぐ六.：

n
l
;
s

.



:::「

レ
 

：

八
：f
: 

:
i
l
v
-

か
\
て
、
、一

七
九
八
年
、
社
.會
思
想
の
論
擅
.に
登
場
し
た
マ
ル
サ
ス
は
、
先
づ
ニ
つ
の
公
準
を
置
く
0.

'

第
5

兩
性
間
の
情
愁
は
必
要.で
あ
.つ
て
ノ
大
體
い
ま
の

ま
.，

變
り
が
あ
る
ま
い
と
い
ふこ
と

、

 

,

.

■こ.の
前
提S
承
認
さ
れ
た
と
し
た
な
ら
ば
，
そ

Q

麓

は

、|

體
.ど
ん
な
こ
と
に
成
るQ

t

lか
。

マ
，ル
サ
ス
は
、
こ
、
に¥

名
な
る
次
：の
如
き
章
句
を
示
す.0
•ン

： 

■ 

, 

:

,

.

.
一

 

.

.

.

.

.

.

.

.

. 

/ 

• 

.. 

• 

.... 

. 

. 

.■
■'
'
 

-
'
•:
.
:
.
.»
.
✓•
':
;-
>

- 

. 

.... 

;• 

... 

...
 
.<
 

’ 

'
t
,
;
* 

. 

. 
く

.•*

.
>
. 

.
-
.
.
.
. 

..

「

人
口
は
？
艰
限
せ
ら
れ
な
け
れ
ば
、幾

何

級

禽

為

加

す

名

。
着
資
料
は
藎
級
數
的
に
し
か
增
加

し
な
い

。
.數

零

.少
し
.4
れ
る
者
.に
は
二 

I
:の
■

後
§

ま
れ
に
此
し
て
ど
れ
程
大S

t

す
々
わ
か
る
で
あ
ら
ぅ
。

」

.

。

食
凝
は
、

一•一
マ
三
•叫
i

六
4

伽
し
|

く
の
祀
對
与
，
人
ロ
は1

•
:
•
四
A

•士
ハ

•
•
.
三

士

 

?
增
加
し
f

 o.

と
V 

.に

.、前
f

l
か

ち

も

た

倉

れ

文

ロ
.と
S

Q
 ニ
つ
の
不
馨
力
は
、
何
等
か

Q

形
式
5

つ
て
均
I

し
t
:れ
な

け

れ

ば

成
 

ら
：ぬ

ノ

汔

菌

は

；'
'人
口
.の
制
限
；が
强
く
且
つ
、
絕
へ
ず
、
人
類
の
頭
上
に
お
ち
t

つ
て
く
る
こ
と
、I

。

‘

「

植
物
と
動
物
4
に
は
、
.そ
s

f

lて
、
？

の
浪
費
と
疾
病
阜f

が
t

o
人
類
I

窮

曼

惡

I

I
る
o」

' 

.嘗
め
眞
の
原
因
は
、
實
に
、
人
口
法
則
と
稱
す
る
車
を
通
翁
■

然

法

響

作

用

篇
1

含

呑

”
かI

人

類
I

.

,*
に
ょ
つ
.て
I

れ
出
づ
•る
こ
と
の
出
來
な
い
人
口
と
食
糧
の
一
般
的
不
均
衡
が
、
，必
然
的
に
、
罪
惡
と
貴
闹

I

、
社
會
に
も
た
ら 

す
の
%
;あ
：る
。

. 

. 

'
)

.び

「

ゾ

I

Q
て

营

大

溃

に

m

る
か
ら
、
如
何
な
る
社
會
制
度
の
改f

、
如

何

な

論
f
 

I

f
 

と

S

1
ら
人
類
I

濟

す

き

と

着

對
s

f
い
し
ノ
又
、
晋

で
I

出

清

$

る
I

は
、
，
裊

へ
1

1

へ

の

：

，

 

#

|
る

宝

ぁ

る

。
だ
か
ら
、.

1

1

1焚
類

が

苦
I

浮

な

け

f
 

S
な
：ぃ
_

|
で
：看

「

政
台
的
I

に
霜
か
れ
た
る
が
如
き
自
Fh
u
弈
等
A

藤
ち
溢
れ
.た
る
領
.想
紙
會
制
度
亦
萬
、

一 :

打
ち
建
て
石
れ
.た
^
し
て
表「
そ
の
'ft
會
は
ザ
嘯
第 

;#
紀
: ^
愚
咖
'
三
十
年
-.
%
經
た
な
い
カ
に
、
；_
猶

海

澈

人

；ロ
の
：法

則

だ

け

に

.ょ
0
尤

も

替

し

、て

し

ま

ふ

」

こ
-<
>
:は
«
實
な
の
で
あ
る
。

■「

嘴
诩
ル
の
顧
1̂
^
、
紙
:%
制
與
に
あ
'̂
:;
.

0
'.
^

は
な
:-
<

し
て
、
^
ロ
€>
原
理
$
>
-浪
然
诛
則
に
^̂

.,

, 

,
'
_
'
::
w
.
:广
：
.
' 

.
1
:

)

'
.
.
.
.
スぃ

：
'
.. 

: 

.

か
く
て
、
人
類
の
幸
福
を
增
進.さ
，
せ

ん

と

ナ

，
る

從

來

の

「

人
！1增
加
論」

も
、
人
類
の
窮
乏
を
改
善
せ
ん
：と
し
て
叫
ぱ
れ
る'~
1社
會
改 

革
：

1
」

も
、
全
て
社
认
.

p

原
理
そ
無
！̂
し
た
.る
人
爲
策
#
あ
.り
：て
、
，
到
底
徒
勞
匕
過
ぎ
ぬ
冬
の
な
の
で
龙
る0: 

ノ

か
く
て
、.マ
：ル
>
ス
は
、‘貧
困
0
發
生
並
に
!>
そ
，の
存
在
の
必
然
不
可
避
性
を
生
張
す
る.0
が
し
か
し
彼
が
、
：.か
、
る
宿
命
.で
あ
る
 

「

廣
困」

-|
±
、
.絕
對
に
.ま
ぬ
.か
れ
る
こ
と
は
出
來
な
い.が
、
.之
こ
そ「

慈
悲
深
き
天
啓」

で
あ
る
^
考
へ
た
こ
と
は
注
目
す
ベ
き
で
あ
^
。

何
a：
；
な
れ
ば
、1若
し
饑
M
の
衝
動
と
、
寒
威
の
踮
迫
と
が
な
か
つ
た̂

ば̂
、
野
蠻
人
は
：い
：つ
ま,で
：も
樹
下
の
惰
眠
を
む
さ
ぼ
づ
て
ゐ 

^
•'
'
t
?
あ
ら
う」

、
か
ら
で
あ
る
。
彼
等
が
食
物
を
あ
さ
り
、
小
屋
を
遮
て
i
、
お
そ
ひ
か
、
る
苦
痛
を
逃
れ
ん
と
す
る
そ
の
努
力
こ
そ
、 

活
動
と
進
妒
め
原
勘
ヵ
なの
で

ぁ
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^
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ず
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を
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あ
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悉
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ち
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こ
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あ
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く
て
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と
い
ふ
事
に
成
る
。
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？
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參
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^
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が
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、
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■
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ら
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又
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が

齒
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ぽ
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篇
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。
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あ
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激
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應
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。
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ス
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湖
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論
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ね

ば

成
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初
版
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办
原
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蒼
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陰
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な
り
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て
ク
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部
に
猛
顧
な
る
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よ
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璐
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潙
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滿
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ら
れ
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萬
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し
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ず
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要
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蜜
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。
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。
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へ
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右
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I

の

で

あt

か
o
,若
ふ

も- 
一•楚

行

ひ

得
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I
あ

：
I

I

、

ぞ
れ

の
結
I

い

て

、
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♦
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あ
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滅

；
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寒
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.
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t
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に
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：絕

對

緣
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^

I

:悉

た

所

で
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.
.事
實
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道
德
的
抑
制

:

マ^
ザ
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^

ち又
：
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匕
れ
を
認
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.
が
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' 
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抑
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の

闲

難
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^

2*
雀

が
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:
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恐

一.らく
‘

こ
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說
M
對
一
す

反̂

駿

と

ざ

れ

各
で
：あ̂ぅ
。

：.

基

督

敎

の

植

威

を

液

認

し

な

い

人 

'
、.に

對
1>
て

ょ

：、
^

は
#

だ
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"
最

も
_

重

な

硏

究

：の

後
;;
>
:ご

«)
德

.は
ぃ
，.こ

れ

：̂'
ぐ

ん

ば
>

.1

、般
的

自

絡

法

則

ょ

り

結

果

す

ベ

き

或

る

#

惡 
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：避
け

^

爲
に
：絕
對

的
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必

要

：と

思

は
.れ
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•至

石

ふ

外

ば

な
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^

(

俞

掲

書

三

菩
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へ.
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マ
ル
サ
皆

ノ

當

時

に

お

け

.る

效

利

主

義

思

想

家

■の」

人
^

V
Lが
；し
_
黑

-
度

馨

思

想

：が
、:.
'
.性道
德
の
_
題

匕

，
ふ

れ
る
や
否
や
、
' 彼
ば
斷
然
、
效
利
主
璣
と
は
袖
を
分
つ
て
、
あ
く
ま
で
も
傅

 

:ー
統
的
憤
習
^
固
執
.ず
る
の
で
：あ
0

。̂
論
分
別
^
る
結
婚
ば
、
：

(

彼
：が
い
ま
1>
.か
る
^
^ ̂

意
識
し
て
そ
の
家
族
 

，
を

制

限

ず

：る

^
と
ほ
、
樣
の
櫟
^
ざ
る
所
で
あ
づ
だ
。
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J;v」

.：7:

■.

さ
.

れ
•は
、
#
底
せ
る
效
利
主
_
者
ょ
»;
;
見
る
な
れ
ば
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マ.ル
サ
又
の
；

「

靈
實
任
論」

f t
.
、

甚
た
中
途
半
^

^

微
溫
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な
も
0
て
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「

マ
ル
ー
：サ

ス

：
は

、
ヾ

貧

困

及

ぴ

罪

惡

め

：
主

因

が

過

剩

人

.ロ

な
-
る

旨

を

確

認

し

た

：け

れ

ど

：も"

か
V

)

る

尨

大

な

る

弊

寄

が

、
拍

に

.喜

ば

し

か
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_

f

蕾

；救

濟
'

f

れ

；f

(

費

結

_

■

下

す

事

は
.出

來

た

"

ぎ

^

!
§-
-

急
^

な̂
'.
る
人
々
；：.に
.と
0
て
へ->
»
が
^
ち
止
夺
レ 

最
少
の
：弊
害
を
神
つ
で
：最
大
の
#
美
を
あ

ぐ
る
理
想 
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.を
：追
求
す
洛
事
で
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る
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-
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：
フ.ィ
.
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ド
、
^

.
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.
的

抑

制

贮
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つ
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貧

围

の

^

因

が

侗
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ぬ

双
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に

^

る

署

^

^

^
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-

ぢ

暗

示
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進
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人
鑫
餘：

塞
想春

：：：V 

' 

•,し

め
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I

な
い
。

そ

マ

：，

フ

'
. 

'
'

支

？

得I

る
以
i

生

命
8

_

。
|
:
:で
：i傷

 

：

こ
y

越

、o

帽

讀

前

f
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f
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l

l

l
、
i

修
マ
ル
|

蕾

i

露

內

、

の
：進I
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:
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:
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法

則
I

s
影

響

面

る。
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l

y引

翁
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つ
，
て
I

f
れ

、
：ぼ^
 ̂

'

P
1

|

|
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靈

|

|

|

神

_

^

^

^
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^

1

1

1

1
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«

|
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:
書
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 塞

^

^

•

あ

^
鼻

：一
生
命
女
破
壞
す

_
启

然
«.
に
神」

に
'ょ
；
る
制
限
.袖

逆

速

命

 

•

ゾ
口
太
贫
第
、々
'々
.；：に
急

速

に

、

)

、1
加
す
.る
：
に#
る
.で
^

的
制
限
を
獎
勵
さ
ず
可#
で
あ(

る
.か
彳
':|
.蛾
爭
を
煽
動
す
可
き
で
お
态
か
，

櫥
坐̂
の
.改
善
を
阻
止
肀
|

で
あ
'る
か
？
.
#
ん

じ 

肖
死
さ
ず
可
き
で
系
る^
?
;
'
沏
兒
宏
見
殺
し
K
.す
る
事
を
許
す
可
^
で
あ
る
か
？

,餓
繁
歡
す
る
援
助
を
拒
絕
す
可
き
で
あ
る
か 

?

こ
れ
等
0'
;
制
狠
呔「

自
然
的」

灾
は
あ
.ら
ぅ
.が
、
I
か
し
人
間
的
.で
.は
な
い
。
そ
れ
等
は9
*
^
%
:
は
あ
ら
ぅ
け
れ
f

、
h
合
理
‘ 

的」

で
は
ミ
の
だ
。•
•こ
の
瀬
戸
端
に
あ
た
つ.て
、
.科
學
は
我
々
危
と
.<>
.て
、—

.の：助
げ

：
に
も
成
^
ぬ
0
沧
.あ
る

か1
4

性

は

？

■こ 

の
1.
間

：に
：何

の

馨

を

も

與

へ

ぬ

の

.か
？.

思

慮

汾

別

は、
窮
民
救
助
の
何
等
方
策
と
は
^
ら
ぬ

•Ibid:'

写

，

2 5
-

2
5

' 

。

-7
:
” •ニ 

；

ハ
.

i 

~ 

.
新
：マ
^
サ
•ス
主
義
荠
杧
ょ
れ
试
^

れ
ま
_で
の
.文
明
め
進
步
は
、社
會
上
|

齊
の
.

」

面
^
改
善
ず
务
こ
..と
に
ょ
ク
.て
:"
5
ロ
0
增
加 

を
^

V
ら
す
げ
，れ
ど
も
、ル
そ
れ
は
人
ロ
の
調
雛
を
考
慮
に
人
办
て
ゐ
な
.い
た
め
に
、
^
會
的
弊
害
の
他
の
.菌
.を
.
' を
れ
丈
け
靖
力
せ
し
.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

•

•

 •- 

.

.
-
,
.
.
.
.
. 

.. 

.

.

. I 

- 

.

.

. 

.
J
.

:'
■.

•
•め
る
こ
と
孓
な
る
の
で
あ
る
。

 

；

V龜
物

取i

あ
.
つ

て

は

、

食

糧

^
對
す
^
坐

液

.0
た
め
^
«希
播
防
此
す
名
|
が
出
來
ず
し
；て
、”
ー
#
が

麓

す

：
^
^

.る
か
に
ょ
；p
て
、
社
會
上
の
均
衡
は.

れ
る
セ
.
ふ̂
な
る
0
.宏

令

，赵
し
な
が
ら
、
：.人
額
は
、1

す
だ
理
性
を
：
もち

、
'. 

文
明
と
呼
ば
石
4
發
達
贫
る
生
活
段
階
に
ま
セ
大
：り
ぞ
ん̂
ゐ
%'
入
類
^
;'
^

ま
し
':
い
生
接
闘
爭
$
.
甘
ん
じ̂
身
を
ま
か
せ
て
カ
^ ̂

. 

'な：け
れ
ば
束
ら
ぬ
：の
：セ̂
:ら
ラ
か
，-
©暫
性
-̂
馨
方
残
ー
虜
ネ
キ 

"カ
强
く 

V
.
呼
び
さ
ま
さ
れ
る
の
で
あ
る
。 

い
か
な
る
社
會
狀
況
の̂

に
あ
タ
て
も-

愈
调
^
罪
悪
3
:'
|
)
,
逃
.れ
出
ず
名
崩
ギ
.<
?
>竽
段
は
;:
>̂
等
^
磨
擦
％
も
生
ず
る
こ
と
なb
'f
c
r一
 

現
存
食
糧
に
對
し
文
總
人
ロ
數̂

衡̂
せ
し
め
^
事
の
^

あ̂
焉
芬
ダ
て
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^
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负

蠢

蒼

德
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I

M
管

力
”

に
、「

道
德
的
抑
制

」

と
は
I
 

.

「

婚
姻
の
延
期

i

で
ぁ
り
、

「

獨
身
|

_

|

|藝
欲
f
型
I
る 

「
.純
潔
の
徳

J

な
の
.で
あ
る
が
*
キ
リ
ス
ト
软
1
0見
1
.
,0.と
.
\、

f

v
ン

.

.

.
?
6
_
谷
.ダ
姐
篆
て
必
る 

、
し
て
、
，
こ

ち

、
一
豊
？
 

 ̂

i 

I

f
意

1

:
.中
是
建
社
會1
著

|
放
|
ん
4

て
；ゐ
る
人
|々
 

て
.
.こ
れ
;̂
1體
女
何
な
る
.意
義
を
持
つ

.0
で
ぁ
，ら
ラ
か0
 

' 

*
:

,
;
-
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こ
'0
豫
防
的
观
限
は
、
確
か
に
、
有
效
な
る
も
の
で
は
ぁ
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.

こ
ぞ
な
り
-
填
に
m

乏

る
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；

ゴ 

一
a
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重
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に
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對
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.
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逢
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v
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か
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善
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遞
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骸
|

仰
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|
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抑
|
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マ

;
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W
縛
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1

1

1

1
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期
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ソ
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豐
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I

自
然
を
侮
辱
す
る
本
泠
で
：あ0'
、
：自
然
に
對
.す
る
反
逆
セ
あ
.る
。
.>
.:完
金
な
る
女
^

を̂
み
典
塑
ど
し
て
"處
女
性
於
虫
張
す
^
道
德
ば
、

.
*
•
•
'
: 

• 

.: 

' 

•
;
.
.
.
. 

- 

. 

, 

.

.

.
-
,

.

不

自

然

汜

あ

る
9

自

然

と

調

和
^

て

ゐ
.る

た

め

：に

は

、:-
:
男

女
.は

宋

婦
^

あ

，̂

フ

父

每

で

：あ
.̂
'
4
.ば

成

ぢ

な

^
,
.
ぞ

し

て

自

然

が

中

性

を
 

作

光

出

す

ま

で

は

ク

い

つ

：ま

汝

も

獨

身

は

、
、不

具

の

表

象

■た

^

で
^

备

ぅ
^

へ

襄
/
絮

が

！！
！：
：

「

I
b
i
a
;
:
:
l
^

*v
2
oo
>

.

“ 

一； 
ノ 

.

,
こ
i

m

、
：
獨

身

坐

活

が

冬

た

ら

す

諸

弊

害

が

。

：い
.か

，に

甚

天

鉍

を

も-O
'

ゼ

：?>
,:

3
が

3

M

身

者

と

旣

：婚

者

と̂

ば

：>

#

均

壽

命

、
ハ

疾

病_

等

々
.
一

^

を

比

較
-1
,
て

み

れ

ば
>

明

白

で

：あ

る

と(

、

新

マ

：ル

サ

：ス
；主

義

者

は

斷

宠

す

る

。

ひ

る

が

へ

つ

て

、

. 

.‘
現

往

の
.
一.
.般

社

會

の

肤

嘯

は

ど

ぅ

で

あ

ら

ぅ

か

;0
'-
;
;
';-
'
, 
一
-一
:: 

B

 

.’：
 

一
,;
；
ソ

パ

..>
';
.:
.
.
:

•「

申

に
'も

、
晩

婚

は

ゅ

い̂

な

る
.社
#

^

於

て

も

、
っ

ー

般

に

ば

實

行

さ

れ

て

は

居

ら

な

.̂
0

:
坍

女
0

:
大

：多

數

は

、_

情

最
.̂

こ
：ま

や

加

，に- 

,

觸

感

最

も

銳

き

華

や

か

な
'
.る
.青

春

：時

代

を

、
た

つ

た

，，
一

人

で
^

ど

し

、
然

加

も

人

生

飩

に

半

.̂
す

ぎ

，|

女

ざ

か

り

も

容

色

の

美

も

典

に

中
 

年

と

な
•つ
'
て

色

あ

せ

た

る

頃

に

Q

み

結

婚

す

る

と

い

ふ

様

な

事

に

は

*
決

し

;̂
同

意
^

孰

で

お

ら

ぅ

O
J
C
A
:

 B
e

化

げ
-

^

:
'し，か
し
乍
ら
ヶ
道
德
的
抑
制

«>
必
巣
を
認
め
、
こ
れ
を
遵
守
し
續
け
も
作
芬
糠
な
思
慮
も

»-
!)
:
;1分
別

教̂
る
^
々
：§

晚
縣
杯
行 

は
れ
、
；；無
分
別
な
る

1

般
氣
民Q

間
に
.は
早
婚
の
風
が
、
夙
に
喜
び
迎
へ
ら
れ
る
：と
し
：た
な
：ら
ば
、

H
體
ぶ
ふ
な
結
果
に
成
る
の
で
あ 

'.

ら
ぅ
か
，
社
會
上
賢
も
傻
秀
.に
し
’

H

智
識
あ
洛
彩
々
は
獨
身
セ
あ
：％

.'
-
7從
つ
ー
て
字
供
妖
取
'<
.
'
«
%
思
^

:

は

婚

姻

し

て

、

大

家

族

を

持

つ

こ

と

、

な

る

。
'
正

に

現

在

見

た

ま

、

の

現

象

で

あ
•
.る
。

• 

„

:

一.劣
^
で
：
は
カ#?
角
、':
思
慮
あ
る
入
々
：が,'
>
“
«銀
：£此
較
レ
て
不
當
女
芩
大
靈
を
^

付

い

て

'

結

婚

を

さ

し

按

へ

て

も

、

結

局

、
、

.
無

分

別

密

と
"

そ

の

家

族

を

養

タ

て

奉

る

戈

め

め

高

率

&

る

救

貧

税

を

吏

孅

ふ

結

媒
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